
　

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
学
校
勤

務
と
な
り
ま
し
た
。
和
田
地
区
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆

様
の
あ
た
た
か
く
優
し
い
人
柄
に

接
し
な
が
ら
、
今
日
ま
で
勤
め
る

こ
と
が
で
き
、
幸
せ
で
貴
重
な
と

き
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
職
場
で
も
、
今
ま
で
の

大
切
な
経
験
を
業
務
に
い
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

和
田
地
区
の
ご
発
展
と
、
皆
様

の
ご
健
康
を
お
祈
り
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

田
植
え
も
終
わ
り
、
木
々
の
緑

も
深
み
を
増
し
、
す
っ
か
り
夏
め

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
26
年

よ
り
2
年
間
に
わ
た
り
町
内
公
民

館
長
会
の
会
長
と
い
う
重
責
を
お

引
き
受
け
い
た
し
ま
し
た
。

　

公
民
館
の
活
動
は
一
人
で
も
参

加
が
で
き
、
地
域
社
会
の
中
で
生

活
し
て
い
る
人
達
の
集
い
の
場
で

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
人
の

力
で
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
大

　

寒
い
冬
の
季
節
が
遠
の
き
、
新

緑
に
染
ま
り
始
め
た
田
園
風
景
が

眩
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
平
成
28
年
度
か
ら
２
年

間
、
和
田
地
区
町
内
公
民
館
長
会

会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
予
期
せ
ぬ
大
役
に

身
が
震
え
る
想
い
で
あ
り
、
責
任

の
重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

勢
の
方
の
力
を
結
集
す
れ
ば
、
和

田
地
区
大
運
動
会
や
、
わ
だ
夏
ま

つ
り
、
芸
術
文
化
祭
等
の
大
き
な

事
業
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
様
々
な
事
業
の
中
で
、
地
域

の
人
の
繋
が
り
を
感
じ
大
変
満
足

し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
役
員

の
皆
様
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
各

事
業
が
滞
り
な
く
遂
行
で
き
ま
し

た
こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝
し
お
礼

を
申
し
上
げ
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

　

和
田
地
区
は
安
定
し
た
自
然
環

境
が
整
っ
た
豊
か
な
地
域
で
す
。

そ
し
て
、
素
晴
ら
し
い
文
化
遺
産

も
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
着

実
に
進
む
高
齢
化
や
情
報
の
多
様

化
に
よ
り
、
地
域
の
人
と
人
と
の

繋
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
一
般
的
に
言
わ
れ
、
和
田
地

区
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
中
で
色
々
な
文
化
事

業
、
体
育
事
業
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
一
層
の
参

加
を
是
非
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
和
田
地
区
の
更
な
る
活
力
向
上
に

向
け
て
各
組
織
の
方
々
と
協
力
し
、

公
民
館
活
動
が
よ
り
円
滑
に
行
え

る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
実
行
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
和
田
地
区
地
域

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
着
任
い
た
し
ま

し
た
。

　

和
田
地
区
の
こ
と
を
学
び
、
皆

様
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
こ

と
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

和
田
地
区
担
当
保
健
師
と
し
て

2
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

2
年
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た

が
、
和
田
の
皆
様
に
は
本
当
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
和
田
地
区

で
は
、
多
く
の
皆
様
の
協
力
を
得

な
が
ら
保
健
師
と
し
て
活
動
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
の
笑

顔
に
出
会
え
て
充
実
し
た
2
年
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

皆
様
、
お
体
に
は
十
分
気
を
つ

け
て
こ
れ
か
ら
も
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
4
月
か
ら
、
和
田
地

区
の
担
当
保
健
師
に
な
り
ま
し

た
、
く
ろ
だ
あ
や
か
で
す
。

　

和
田
地
区
の
担
当
と
な
っ
て
か

ら
日
も
浅
く
、
公
民
館
ま
で
の
行

き
方
し
か
覚
え
て
い
ま
せ
ん
…
。

で
も
、
地
区
内
の
道
、
建
物
や
住

民
の
方
の
暮
ら
し
な
ど
、
和
田
の

い
ろ
ん
な
こ
と
を
早
く
覚
え
、
吸

収
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
「
ね
ぇ
ち
ょ
っ
と
い
い
？
」
と
、

気
軽
に
話
し
か
け
て
頂
け
る
よ
う

な
、
身
近
な
存
在
の
保
健
師
で
あ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
体
の

こ
と
、
心
の
こ
と
、
何
か
あ
っ
た

ら
い
つ
で
も
言
っ
て
下
さ
い
ね
。

世
間
話
だ
っ
て
Ｏ
Ｋ
で
す
よ
♪

○
例
年
、
５
月
～
10
月
の
第
１
日

　

曜
日
に
、
各
町
会
に
輪
番
で
お

　

願
い
し
て
い
る
和
田
歌
碑
公
園

　

お
よ
び
和
田
公
民
館
周
辺
の
草

　

刈
り
・
清
掃
等
で
す
が
、
今
年

　

度
は
左
記
の
要
領
（
原
則
）
で

　

お
願
い
し
ま
す
。

１　

担
当
地
区

　

・
５
月
１
日　
　

下
和
田

　

・
６
月
５
日　
　

境

　

・
７
月
３
日　
　

西
原

　

・
８
月
７
日　
　

蘇
我

　

・
９
月
４
日　
　

衣
外

　

・
10
月
２
日　
　

殿

２　

清
掃
場
所

　

・
和
田
歌
碑
公
園
お
よ
び
和
田

　
　

公
民
館
周
辺

３　

清
掃
内
容

　

⑴
草
刈
り
・
草
取
り

　

⑵
ゴ
ミ
拾
い
・
落
葉
片
付
け
等

４　

注
意
事
項
等

　

⑴
ゴ
ミ
袋
以
外
の
清
掃
用
具
等

　
　

は
各
町
会
で
用
意
し
て
く
だ

　
　

さ
い
。

　

⑵
周
辺
住
民
の
方
に
配
慮
し
、

　
　

騒
音
等
が
発
生
し
な
い
よ
う

　
　

鎌
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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【
地
区
全
体
行
事
】

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会　

６
／
19

夏
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会　
　
　

７
／
10

わ
だ
夏
ま
つ
り　
　
　
　
　

７
／
23

河
西
部
球
技
大
会　
　
　
　

８
／
28

和
田
地
区
市
民
大
運
動
会　

10
／
2

松
本
市
市
民
体
育
大
会　
　

10
／
9

和
田
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー　
　

10
／
16

市
長
杯
争
奪
球
技
大
会　
　

11
／
6

和
田
地
区
芸
術
文
化
祭　
　

11
／
6

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会　
　
　

２
／
19

【
講
座
・
学
習
会
等
】

育
児
学
級
「
め
だ
か
の
会
」

　

親
子
体
操
・
講
座
等　
　

  

月
２
回

学
校
サ
ポ
ー
ト
事
業　
　
　
　
随   

時

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

５
／
30

文
化
財
臨
地
学
習
会　
　
　

６
／
６

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト　

６
／
18

食
器
リ
サ
イ
ク
ル
事
業　
　

６
／
26

人
権
啓
発
講
座　
　
　
　
　

7
月
～

映
画
と
語
り
の
会　
　
　
　

7
／
29

七
夕
飾
り
教
室　
　
　
　
　

 

８
／
１

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会　

      

８
月

茶
道
体
験
教
室　

          　

   

10
月
～

健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室　

             

11
／
7
～

そ
ば
打
ち
講
習
会        　

11
月
～

連
凧
作
り
教
室         　
　
11
／
20

し
め
縄
作
り
教
室        　
　

12
／
17

キ
ム
チ
漬
け
講
習
会        　

1
／
21

パ
ソ
コ
ン
教
室　

            

２
月
～

和
田
の
文
化
を
学
ぶ
会　

     

未　

定

還
暦
小
学
校
（
仮
）　            

未
定

【
委
員
会
活
動
】

運
営
委
員
会

　

事
業
計
画
等
の
審
議

館
報
編
集
委
員
会

和
田
公
民
館　
館
長　

渡
邊　

正
明

　
　
　
　
　
　

補
佐　

栗
田　

正
和

　
　
　
　
　
　

主
事　

山
崎　

森
生

【
町
内
公
民
館
長
＝
文
化
委
員
】

会　

長
（
太
子
堂
）　 

古
畑　

昌
一

副
会
長（
境
）　　
　

 

大
原　

邦
夫

会　

計
（
中
）          

小
林　

信
一

         

（
蘇
我
）　    

中
村　

和
夫

         

（
衣
外
）　    

吉
田　

利
幸

         

（
殿
）          

花
村　

安
英

         

（
南
和
田
）   

荘　
　

豊
郎

             （
和
田
町
）    

高
橋　

則
夫

            （
下
和
田
）    

柳
沢  　

稔

         

（
西
原
）　    

窪
田　

美
彦

【
体
育
委
員
】

委
員
長  （
下
和
田
）  

萩
原
誠
二
郎

副
委
員
長
（
蘇
我
）      

萩
原　

淳
一

　

同　

  （
衣
外
）　       

堀
金　

茂
紀

　

同　

  （
和
田
町
）  

小
野 

光
邦

〈
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
〉
新
井 

尚
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

田
中　

智
子

〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉　
　
野
村　

好
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

宮
島　

沙
織

〈
野
球
〉　　
　
　
　

    

宮
沢　

   

猛

　
　
　
　
　
　
　
　

     

塩
原　

治
樹

〈
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
〉  

　
長
谷
川
ヤ
エ
子

〈
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
〉　  

上
條　

清
実

　
　
　
　
　
　
　
　

     

上
原　

恵
子

〈
卓
球
〉　　
　
　

       

菊
池
三
千
子

　
　
　
　
　
　
　
　

     

上
條　

恒
子

〈
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
〉  
森
川　

重
則

                                 
赤
羽　

一
彦

　
「
和
田
公
民
館
報
」
奇
数
月
発
行

図
書
視
聴
覚
委
員
会

　

図
書
整
理
・
購
入
・
返
却
督
促
・「
図

　

書
だ
よ
り
」
発
行

体
育
委
員
会

　

体
育
事
業
企
画
・
運
営
等

文
化
委
員
会

　

文
化
祭
の
企
画
・
運
営
等

文
化
財
調
査
委
員
会

　

文
化
財
の
調
査
・
保
護
活
用
等

【
そ
の
他
】

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
（
火
・
木
）

　

婦
人
バ
レ
ー
（
木
）

　

卓
球
（
火
・
木
）

福
祉
事
業
へ
の
協
力

　

福
祉
ひ
ろ
ば
・
社
協
・
地
域
包
括

　

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
等
の
事
業
に
協
力

町
内
公
民
館
活
動
へ
の
協
力

地
域
づ
く
り
協
議
会

　

文
化
教
養
部
会
等
へ
参
画

歌
碑
公
園
の
管
理

　

歌
碑
公
園
お
よ
び
公
民
館
の
周
辺
の

　

草
刈
り
や
清
掃
を
月
１
回
、
輪
番
で

　
町
内
公
民
館
に
依
頼
し
て
実
施

貸
し
館
業
務

※
事
業
計
画
の
変
更
や
詳
細
は
「
公

　

民
館
ニ
ュ
ー
ス
」
で
お
知
ら
せ
し

　

ま
す
。
大
勢
の
ご
参
加
を
お
願
い

　

し
ま
す
。　

（
蘇
我
）

（
衣
外
）

（
殿
）

（
南
和
田
）

（
太
子
堂
）

（
中
）

（
和
田
町
）

（
下
和
田
）

曽
根
原
守
泰　
　

石
原　
　

彰

磯
部　

知
也　
　

赤
羽　

政
光

門
松　

義
広　
　

徳
原　

隆
一

赤
羽　

寿
文　
　

赤
羽　

弘
高

中
山　

昌
幸　
　

渡
辺　

博
之

松
澤　

秀
晃　
　

岩
波　

久
富

高
橋　

良
之　
　

高
橋　

博
文

百
瀬
貴
志
夫　
　

田
中　

秀
治

内
藤　
　

謙　

久
保
原
貴
史

北
間　

裕
祥　

小
松　
　

卓

（
境
）

（
西
原
）

【
館
報
編
集
委
員
】

委
員
長

副
委
員
長

　
　

（
西
原
）

（
太
子
堂
）

（
蘇
我
）

（
衣
外
）

（
殿
）

（
南
和
田
）

（
中
）　

（
和
田
町
）

（
下
和
田
）

（
境
）　　

斉
藤　

範
子

塩
原
千
恵
子

田
中　

恵
子

上
條
せ
い
子

大
和　

香
澄

長
谷
川
み
ど
り

奥
原
加
代
子

宮
澤
か
つ
恵

萩
原　

智
子

宮
島
裕
紀
子

【
図
書
視
聴
覚
委
員
】

委
員
長

副
委
員
長

　
　

（
西
原
）

（
南
和
田
）

（
蘇
我
）

（
衣
外
）

（
殿
）

（
太
子
堂
）

（
中
）　

（
和
田
町
）

（
下
和
田
）

（
境
）　　

田
中　

範
孝

窪
田　

恵
子

越
道　

紀
子

小
林　

京
子

田
中　

紀
江

吉
田　

孝
枝

川
崎
夫
佐
子

古
條　

陽
子

輿　

美
生
子

大
原　

陽
子

【
文
化
財
調
査
委
員
】

委
員
長
（
南
和
田
）

（
蘇
我
）

（
衣
外
）

（
殿
）

（
太
子
堂
）

（
中
）　

（
和
田
町
）

（
下
和
田
）

（
境
）

（
西
原
）

上
條　

宏
之

新
井　
　

清

赤
羽　

節
男

山
崎　
　

滋

岩
垂　

貞
視

上
條　

明
彦

福
澤　

賢
一

吉
田　

宣
雄

桑
原　

睦
雄

松
澤　

宗
利

【
公
民
館
運
営
委
員
】

委
員
長

　
　

（
蘇
我
町
会
長
）

（
衣
外
町
会
長
）

（
殿
町
会
長
）

（
南
和
田
町
会
長
）

（
太
子
堂
町
会
長
）

（
中
町
会
長
）

（
和
田
町
町
会
長
）

（
下
和
田
町
会
長
）

（
境
町
会
長
）

（
西
原
町
会
長
）

上
條　

章
次

上
條　

清
悟

上
原　

政
史

福
沢　

兵
蔵

上
條　

章
隆

松
澤　

三
郎

川
窪　
　

茂

吉
田　

宣
雄

桑
原　

睦
雄

新
井　

良
一

飯
沼　

秀
文

石
井　

良
治

野
口
美
也
子

吉
澤　
　

剛

芝
沢
小
学
校
長

高
綱
中
学
校
長

和
田
保
育
園
長

芝
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

※
町
内
公
民
館
長
・
体
育
委
員
長
・
館
報

　

編
集
委
員
長
・
図
書
視
聴
覚
委
員
長
を

　

含
む

※
町
内
公
民
館
長
を
含
む

高
綱
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

女
性
役
員
会
長

Ｊ
Ａ
和
田
支
所
長

民
生
児
童
委
員
協
議
会
長　

消
防
分
団
長

安
協
支
部
長

商
工
親
和
会
長

市
議
会
議
員

子
ど
も
会
育
成
会
長

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長

福
祉
ひ
ろ
ば

久
保
原
綾
子

降
籏
い
ち
子

斉
藤　
　

明

小
林　

圭
輔

田
中　

正
浩

中
野　

尚
史

上
條　

康
敬

上
條　

俊
道

倉
科　

晴
吉

宮
島　

益
江

上
原　

恵
子

　

平
年
よ
り
早
い
桜
の
開
花
で
始

ま
っ
た
4
月
で
す
が
、
寒
暖
の
差
が

激
し
く
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

驚
い
た
こ
と
と
い
え
ば
、
4
月
中

旬
に
発
生
し
た
熊
本
の
地
震
。
東
北

の
震
災
に
続
い
て
各
地
で
発
生
し
て

い
る
地
震
や
災
害
で
す
が
一
日
も
早

い
復
興
を
願
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
２
年
間
、
館
報
編
集
委

員
と
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
に
、
心
温

ま
る
明
る
い
話
題
と
笑
顔
を
お
届
け

出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
和
・
上
條
・
萩
原
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